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〔本報告書の対象範囲〕 

この報告書は、三ツ星ベルト株式会社の２０１６年度（２０１６年４月

～２０１７年３月）の環境経営活動についてのものです。 

対象とする事業場は、主として神戸本社･事業所、四国工場、名古屋工場

ですが、一部それ以外の事業場の記述･データも含んでいます。 

なお、各事業場には同じ敷地内に立地する関係会社を含んでおります。 

紙資源節約のため、本報告書は原則的にインターネットホームページへの掲示のみとしております。 
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１．ごあいさつ 

当社の環境経営活動は、１９９６年に、担当役員の任命とともに安全環境管理部を設置した時点から、本格

化いたしました。これは世界的な環境問題に対し、全社的かつ積極的に取り組むためであり、当社の「人を想

い、地球を想う」という基本理念を具体的なものとするためであります。 

同年には、ＩＳＯ１４００１認証取得に向けて、翌１９９７年から国内主要事業場の取り組みを開始し、２

００２年までに国内主要事業場全ての認証取得を果たしました。さらに２００３年３月には、事業場ごとのマ

ネジメントシステムを、全社的な一つのシステムとして統合いたしました。また、当社海外グループ工場にお

いても、MBL (USA) CORPORATION（アメリカ）、P.T. Mitsuboshi Belting Indonesia（インドネシア）、MITSUBOSHI 

OVERSEAS HEADQUARTERS PRIVATE LIMITED（シンガポール）、STARS TECHNOLOGIES INDUSTRIAL LIMITED（タイ）、

SUZHOU MITSUBOSHI BELTING CO., LTD.（中国）に引き続き、２００８年には P.T. SEIWA INDONESIA（インド

ネシア）が認証取得し、世界規模で主要生産拠点の認証取得を完了し、維持しております。 

マネジメントシステムの認証取得の一方で、ゴム･樹脂製品の専門メーカーとして、環境にやさしい新製品

の開発、製造工程からの廃棄物削減･リサイクル促進、ＣＯ2排出削減、有害物質削減、環境負荷の少ない原材

料･部品･製品のグリーン調達といった諸活動を着実に進め、ノンハロゲンベルトの開発、廃棄物のリサイクル、

有機溶剤の水系素材への転換、欧州ＲｏＨＳ･ＥＬＶ指令、ＲＥＡＣＨ規則等への対応などの成果を上げてお

ります。 

また、２００７年より、"PRIMESTARS"シリーズとして全製品のグレードアップを図り、高機能･高精密･高品

質な製品を展開しており、２００８年には、世界で初めて、樹脂とゴムの特長を生かした全く新しい無段変速

機用ベルト「narromadillo
®
(ナロマジロ

®
)」、２００９年には、曲げ抵抗を低減し省エネ効果が期待できる食

品用樹脂コンベヤベルト「ママライン
®
 MX333シリーズ」、自動車の燃費向上に寄与する自動車向け低モジュラ

スＶリブドベルト｢Star Fit
®
｣を、２０１２年には節電効果を従来比２倍に向上させた省エネルギー用Ｖベル

ト「ULTRA e-POWER 
®
」を、消費電力の削減と長寿命化に寄与するＬＥＤ照明器向けのガラスカバー用塗料「三

ツ星ハイカラー
® 
S」をそれぞれ販売いたしました。また、２０１６年には自動車向け発電機（オルタネータ）

用プーリ「Smastar
®
」を販売開始し、システムサプライヤーとして自動車メーカーへの取り組みを強化してい

ます。 

基本理念の取り組みの一つとして、１９９３年から従業員によるボランティア団体の「三ツ星ベルトふれあ

い協議会」を組織し、地域に密着したふれあい活動の中で、神戸市が推進する学校ビオトープづくりに協力し、

防水ゴムシートの無償提供とボランティア社員による施工技術の提供を行い、これまでに設置したビオトープ

池は１００以上に上り、子どもたちが自然とふれあうことのできる環境づくりに貢献しています。この活動に

対し、１９９９年には神戸市より「環境功労賞」を、２００８年には環境省より「みどりの日･自然環境功労

賞」を、２００９年には兵庫県より「兵庫県社会賞」を頂きました。 

この報告書は、当社の２０１６年度の地球･地域環境保全活動の取り組みや成果を皆様方にお知らせする、

第１６回目の報告書であります。この報告書により当社活動へのより深いご理解とともに、皆様方からのご意

見を頂ければ幸いに存じます。 

２０１７年１２月 

三ツ星ベルト株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

代表取締役会長 代表取締役社長 

西河 紀男 垣内 一 
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２．会社概要（2017年 3月 31日現在） 

 

 

創 業 ： 1919（大正 8）年 10 月 10 日 

 

資 本 金 ： 81億 5,025万 1,031円 

 

売 上 高 ： 66,396百万円（連結） 

 

従業員数 ： 4,274人（連結）  

 

営業品目 ： 伝動ベルトおよび関連機器 

搬送ベルトおよびシステム･関連製品 

エンジニアリングプラスチック 

発泡射出成形品（エンジニアリングストラクチュラルフォーム） 

防水･遮水材 

金属ナノ粒子関連製品 

 

 

神戸本社 所在地 ： 〒653-0024 神戸市長田区浜添通 4丁目 1番 21号 

電 話 ： (078) 671-5071 代表 

ＦＡＸ ： (078) 685-5670 代表 

Ｈ Ｐ ： http://www.mitsuboshi.co.jp 

 

東京本社 所在地 ： 〒103-0027 東京都中央区日本橋 2丁目 3番 4号 

電 話 ： (03) 5202-2500 代表 

ＦＡＸ ： (03) 5202-2520 
 

 

■ 主要事業場･工場所在地 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本報告書の対象となる事業場 

 

神戸本社・事業所（兵庫県） 

四国工場（香川県） 

名古屋工場（愛知県） 

綾部事業所（京都府） 

東京本社（東京都） 
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３．マテリアルバランス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 
 

 

電気

385,271GJ

重油

200,097GJ

ガス

51,297GJ

ガソリン

1,245GJ

総エネルギー投入量

総エネルギー量
637,910 GJ

ゴム

5,737 t

樹脂

2,146 t 

帆布･

ロープ
2,041 t

カーボン

ブラック･

薬品等

2,581 t

総物質（資材）投入量

総物質
投入量
12,505 t

水道水 
 59千㎥  

工業用水 
 171千㎥  

地下水 
 706 千㎥  

水資源投入量 

 

 

 
 

 
 

 

CO2排出量 

公共用水

域排水 
 648 千㎥  

下水道 
排水 

 52 千㎥  

総排水量 

最終処分 
 0 t  

単純焼却 
 400 t 

廃棄物等総排出量 

リサイクル 
3,246 t 

インプット アウトプット 

CO2排出量 
37,122 t 

総排水量 
700 千 m3 

廃棄物等 
総排出量 
3,646 t 

 

水資源 
投入量 

936 千㎥ 
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基本理念 
 

● 人を想い、地球を想う 

４．環境マネジメントに関する状況 
 

４．１ 環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営基本方針 
 

● 高機能、高精密、高品質な製品の提供を通して社会に貢献する 

環境基本方針 
 

１．三ツ星ベルトグループは、ベルト、樹脂製品、自動車部品、建材･土木シートおよび新商品

等の「高機能、高精密、高品質」なゴム･プラスチック等の製品群のメーカーとして、環境

への多大なかかわりをもっていることを認識し、全ての事業活動において環境との調和を

めざした製品技術・生産技術などの開発により技術領域を広げていくとともに、「人を想い、

地球を想う」の基本理念のもとに地球規模の視野に立った環境保全活動を行い、社会に貢

献する企業づくりを推進する。 
 
２．材料、エネルギーの投入から開発設計、製造、販売等の各段階より生み出される事業活動･

サービスにかかわる環境影響を的確に把握し、汚染の防止及び予防に努め、継続的に改善

する。 
 

３．資源の採取から製造、使用、廃棄等に至るまで当社の製品が環境に及ぼす影響を把握し、

部品･材料及び製造段階での有害物質の不使用、リサイクル材の使用、リサイクル性を配慮

した設計と製造等の取り組みを通じグリーン商品の提供を推進する。 
 

４．環境に関する法規制およびその他関連する要求事項を遵守するとともに、各事業場の立地

における自然環境を維持し、地域社会の一員としての自覚と責任をもち、地域における環

境保全に努める。 
 

５．環境管理体制の整備、充実をはかり、省資源･省エネルギー･廃棄物の低減･リサイクルの促

進･環境負荷物質の削減などの目的･目標を定め、定期的に見直し、従業員ひとりひとりに

徹底し、これらの環境活動の継続的改善を推進する。 
 

６．この環境基本方針は維持され、毎年度見直され、実行されるものとする。また、この環境

基本方針は構内全従業員に周知されるよう徹底する。 
 

７．この環境基本方針は、社外開示用に文書化し、一般の人まで入手可能なものとする。 
 

2017 年 3 月 15 日 
 

三ツ星ベルト株式会社 

代表取締役社長 

垣内 一 
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 ４．環境マネジメントに関する状況
 

４．２ 環境推進組織（２０１７年１０月末現在） 
 

   < 全社統括組織 >                            < 各事業場管理組織 > 

 
 

   < 各事業場管理組織 >              < 管理組織単位＝部門 > 

(各事業場組織は構内常駐協力社員を含み設定) 
 

 各事業場では、毎月、事業場長のもと地区環境委員会を、全社では、年２回、最高経営層のもと全社環境会議を開催し、

改善見直しを実施しています。 

４．３ ＩＳＯ１４００１認証取得状況（２０１７年１０月末現在） 

事業所・工場 取得年月日 認証機関 認証番号 対象製品 

神戸本社･事業所 三ツ星ベルト樹脂㈱ 

四国工場     三ツ星ベルトコンベヤ㈱ 

名古屋工場    ネオ･ルーフィング㈱ 

綾部事業所 

三ツ星ベルト技研㈱ 

1999年9月24日 BVC 
3948468 

※1 

伝動ベルト 

搬送ベルト 

ｴﾝｼﾞｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 

防水･遮水材 

金属ﾍﾟｰｽﾄ､回路基板

材料及びｺｰﾃｨﾝｸﾞ 

MBL (USA) CORPORATION 

<アメリカ> 
2002年12月10日 ABS 

37296 
※2 

伝動ベルト 

P.T. Mitsuboshi Belting Indonesia 

<インドネシア> 
2003年3月19日 DQS 

DE-431552UM 
※2 

伝動ベルト 

MITSUBOSHI OVERSEAS HEADQUARTERS  

PRIVATE LIMITED <シンガポール> 
2004年12月15日 SGS 

SG07/01532 
※2 

伝動ベルト 

STARS TECHNOLOGIES INDUSTRIAL LIMITED 

<タイ> 
2006年9月14日 BVC 

TH003940 
※2 

伝動ベルト 

SUZHOU MITSUBOSHI BELTING CO., LTD. 

<中国> 
2007年10月22日 BVC 

CNBJ311963-UK 
※1 

伝動ベルト 

P.T. SEIWA INDONESIA <インドネシア> 2008年11月6日 SGS ID17/04082 ※1 伝動ベルト 

総括環境責任者 

(安全環境管理部長) 

神戸事業所 

(神戸本社含む) 

東京本社 

四国工場 

名古屋工場 

綾部事業所 

三ツ星ベルト技研㈱ 

安全環境担当役員 

全社環境事務局 

全社環境会議 社 長 

事業場長 

(経営層) 
環境委員会 

環境責任者 

環境事務局 

部門長 
部門員 

従業員 

環境推進員 

(部門内担当) 

※1：2015規格 ※2：2004規格 
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４．環境マネジメントに関する状況 
 

４．４ 環境会計情報 

 

■ 環境保全コスト 

分 類 
2016年度 

投資額〔千円〕 費用額〔千円〕 

1. 事業エリア内コスト 

公害防止(水質汚染防止),地球環境保全

(省エネ),資源循環(再資源化･廃棄物処

理)等 

200,183 (*1) 296,904 (*2) 

2. 上･下流コスト グリーン調達管理,容器包装委託等 -  -  

3. 管理活動コスト 
環境マネジメントシステム運用･維持,化

学分析,環境負荷監視･計測,緑化･美化等 
(*人件費は除く) 

73,852 (*3) 75,466 (*4) 

4. 研究開発コスト 
環境負荷抑制(リサイクル),環境保全(省

資源･省エネ)に資する製品開発等 
392,972 (*5) 313,768 (*6) 

5. 社会活動コスト 環境活動への支援,環境汚染賦課金等 0  3,717 (*7) 

合 計 667,007  689,855  
 

(＊１) 排水装置、省エネ設備（空調･ボイラー･コンプレッサー・照明器具等）投資 

(＊２) 再資源化･廃棄物処理費用 

(＊３) 環境管理システム整備投資 

(＊４) 監視測定、外部審査費用 

(＊５) 省エネベルト開発試験装置、工法開発試作投資 

(＊６) 脱ハロゲン･省エネベルト、他、開発、リサイクル研究費用 

(＊７) 環境活動費用、環境汚染賦課金 
 

■ 環境保全評価 

分 類 評価内容 対前年度増減量 

地球環境保全 

CO2排出量(t-CO2/年） －571 

原油換算エネルギー使用量(kL/年) ＋149 

有機溶剤使用量(t/年) ＋11 

化学物質排出･移動量(t/年） － 2 

資源循環 
埋立廃棄物量(t/年） ± 0 

排水量(千ｍ3/年） －28 

 

                                生産量の増加に伴いエネルギー使用量 と、有機溶剤使用量 は増加しました。 
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４．環境マネジメントに関する状況 
 

４．５ グリーン調達推進状況 

■ グリーン調達基準書の策定 

三ツ星ベルトグループでは、原材料･部品･製品の調達にあたって、「品質、価格、納期」だけではなく、「環

境負荷、環境保全に関する取り組み」を調達基準に加えて、総合的に評価しております。 

2005年3月にグリーン調達基準書を制定し、以後、最新の法規制動向を反映した改訂をこれまでに8回実施し、

直近では2015年10月に改訂致しました。当基準書において、175種類の含有禁止物質と100種類の含有管理物質

を指定し、当社評価基準により、有害性の把握と管理をしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ サプライチェーンマネジメント 
「グリーン調達基準書」に基づき、原材料等の調達前には、環境負荷物質に関する調査により、含有されて

いないことを確認し、「非含有証明書」を入手した上で、正式に調達を開始しております。 

また、定期的に取引先様を訪問し、化学物質管理状況の監査をすることにより、三ツ星ベルトグループ内に

環境負荷物質が入らないよう、監視を続けております。2016 年度に 18 社の訪問診断を実施し、2017 年度も

16社の診断を計画しており、サプライチェーンマネジメントを推進しております。 

 
 

■ 化学物質に関わる評価 

製品に含まれる化学物質に係る当社評価のフローチャートを示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 化学分析装置の導入 
原材料･部品･製品の調達･納入にあたって、誘導プラズマ発光分光分析装置、蛍光エックス線分析装置、水銀

分析装置等の化学分析装置を導入し、含有禁止物質の自社分析を実施しています。 

  

グリーン調達方針 
● 環境保全の進んだ工場で作られた物を調達する。 
● 環境負荷の少ない原材料、部品、製品を調達する。 
● 紛争鉱物の不使用。 

製品に含まれる化学物質 含有禁止物質 含有 意図的 受入不可 

非意図的 

化学物質含有量調査票 

＆ 

分析データ 

不使用証明書 

＆ 

分析データ 

 

含有管理物質 含有 

化学物質含有量調査票 

＆ 

分析データ 

ＳＤＳ 

非含有 

非含有 
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４．環境マネジメントに関する状況 
   

４．６ 環境配慮型製品の開発 
 

当社は環境配慮型製品の提供を通して、地球環境保全に取り組んでおります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

自動車エンジンはアイドルストップ､小排気量化､直噴化

等の燃費向上技術により､エンジンの回転変動が増加傾

向にあり､補機ベルトシステムにとっては過酷な使用環

境となっています。ベルトの張力変動を吸収するプーリ

として開発されたオルタダンパプーリ Smastar®は､設定

張力を下げることが出来､ベルトの振動･スリップによる

発音の抑制､ベルト寿命の向上､さらに燃費向上に貢献し

ます。 

自動車向け発電機(オルタネータ)用プーリ 

 

 

 

 

 

自動車用低モジュラスベルト｢Star Fit
®
｣を採用することで

張力調整が不要となり、アイドラ＆ブラケットレス化により

約1.5kg(660ccを基準とした参考値)の軽量化ができ、燃費向

上に貢献します。 

自動車用低モジュラスベルト 

 

 

 
 

 

e-POWERシリーズは、特殊形状（ノッチ形状･コグ形状）を

採用する事により、動力損失の最大要因である曲げ応力を

軽減し、省エネ効果を高めたベルトです。 

Smastar ® 

Star Fit 

●従来の補機駆動 

ブラケット 

テンション 
プーリ 

－約1.5kg 

●自動車用低モジュラスベルト使用 

®
 

®
 省エネルギー用Ｖベルト 
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４．環境マネジメントに関する状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露出断熱防水工法            ネオハードフォーム防水工法 

 

 

 

建物の省エネルギー基準の強化により､屋上防水材

に対する断熱性能の要求が高まっています。 

ネオハードフォーム防水工法は､断熱性能に優れた

硬質ウレタンフォームと糊付加硫ゴムシートを組

み合わせた高性能の露出断熱シート防水工法です。 

接着工法のため機械的固定工法に比べて､騒音や振

動の発生がありません。 

高日射反射塗料との組み合わせにより､高い省エネ

機能を発揮し空調費用を低減します。 

断熱セラミック省エネ塗料        ネオ・カラーガイナ 

 

 

ネオ･カラーガイナは特殊セラミックスにより耐熱

効果を発揮する省エネ塗料です。屋上防水の表面や

外壁、内装材の上にも塗布でき色々な機能を発揮し

ます。 

 

 多層化したセラミックスが熱の移動を抑え断熱

効果を発揮します。 

 結露の原因となる熱の移動を少なくすることで

結露の発生を低減します。 

 紫外線に強いセラミックスの多層化により建物

の長寿命化に貢献します。 

 有機溶剤を配合しない環境にやさしい塗料です。 

セパレーター無し接着剤付        ネオ・ルーフィング E 糊付き（フィルム無し） 
加硫ゴム系シート防水材 

 

 

セパレーターフィルムを使用しない片面接着工法

用の接着剤付加硫ゴム系防水シート「ネオ･ルーフ

ィングＥ 糊付き（フィルム無し）｣を開発しました。

従来の接着剤付シートに比べ、施工能率が向上し、

併せて廃材を大きく削減できる環境対応型の防水

シートです。 

 廃材発生が大幅に削減できます。 

 施工能率が向上します。 

 安定した施行品質が得られます。 

 環境に配慮した素材です。 
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４．環境マネジメントに関する状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＬＥＤ照明器ガラスカバー用塗料  三ツ星ハイカラー® Ｓ （光拡散仕様） 

 

 
 

 

色ガラス代替塗料       三ツ星ハイカラー® Ｓ （有機系･低温硬化仕様） 

 

 
 

 

照明をLED化することにより、消費電力の削減と長寿命

化により環境負荷低減につながります。 

「三ツ星ハイカラー
®
Ｓ」はLED照明の普及に貢献して

います。 

 

■ 特長 

 薄い乳白色と表面のフロスト調でLED光を拡散。 

 ガラスに対する高い接着力。 

 耐候性･耐久性に優れている。 

従来の色ガラスは、ガラスの中に着色剤を練り込ん

だ原料着色ガラスが使われていました。着色剤の中

には、鉛やカドミウムなどの有害成分が多く含まれ

ていることがあります。 

「三ツ星ハイカラー
®
Ｓ」は、有害成分を含まない

代替法として、透明ガラスに着色することが可能な

環境負荷低減の塗料です。 

 

■ 特長 

 重金属などの有害成分を含まない。 

 ガラスに対する高い接着力。 

 耐候性･耐久性に優れている。 
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４．環境マネジメントに関する状況 
 

４．７ 環境に配慮した輸送に関する状況 

 

製品の配送、生産拠点間の製品･仕掛品･副資材等の輸送に伴う環境負荷を低減すべく、輸送効率の向

上と、包装･梱包の改善に取り組んでおります。 

輸送に係るＣＯ２、ＮＯｘ等の排出量低減に対し、今後とも施策の検討、実行に取り組んで参ります。 

 

■ 輸送効率･積載効率の向上 

 トラック輸送積載効率の向上 

・ カートンボックスの見直しによる、梱包効率の最適化 

・ 往復便の空スペースを反映した定期便スケジュールの最適化による、積載効率の向上 

 物流拠点を見直し、出荷時の輸送ロスを低減 

 製造基地倉庫から顧客への直接出荷を拡大し、拠点間輸送のロス排除により輸送効率を向上 

 製品と原材料、仕掛品の拠点間ミルクランを展開することにより、関係会社含めた全社輸送 

効率を向上 

 

■ 荷姿や梱包資材の改善（簡素化･軽量化） 

 カートンボックスの再利用 

 カートンボックスの種類を整理･統合し、総使用量を低減 

 カートンボックスの材質見直しによる、リサイクル紙使用比率の高い材質への変更 

 

■ その他の取り組み 

 保管温度制限対象品の航空輸送から、温調コンテナによる海上輸送への変更 

 バッテリーフォークリフト導入拡大と内燃機関フォークリフトの小型化、ＬＰＧ化 

 輸送委託先への要請 

・ 共同輸送･配送等の計画化による、トラック使用の合理化 

・ 輸送ルート･輸送手段の工夫 

・ 適正車種の選択 

・ 積載率の向上 

・ トラックの定期点検整備の実施 

・ ハイブリッドトラックの導入要請とアイドリングストップの励行 

・ エコドライブに対する運行管理の向上要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 12 - 

 

４．環境マネジメントに関する状況 
 

４．８ 社会への貢献／コミュニケーションの状況 

■ 地域と共にまちづくりを推進 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちみんなピッカピカのこどもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

たなばたまつり 

 

 

 

 

 

 
 

クリスマス会 

■ 製品の無償提供と施工協力で環境教育を支援 
 

 

 

    
施工前 施工後 

 

 

 

 
 

 
 

 

■ 省エネ活動への取り組み、省エネ貢献製品の提供 

 
 

神戸市の小中学校では、池を造り、植物を育て、

生物と親しむ、自然と共生できる環境を校内につ

くる活動「学校ビオトープ」が進められています。

三ツ星ベルトは、この活動に土木用遮水ゴムシー

トの無償提供や、従業員のボランティアによる施

工協力を行い、現在までに神戸市内の小･中学校に

１００を超えるビオトープ池を完成させていま

す。三ツ星ベルトは、自社の製品と技術で生物多

様性保全への取り組みの一環として子どもたちの

環境教育を支援しています。この身近な自然の創

出に尽力したことが評価され、２００８年度の「み

どりの日」自然環境功労者として環境大臣表彰を

受賞いたしました。 

１９９５年１月に発生した阪神･淡路大震災で

は、三ツ星ベルト社員で構成する自衛消防隊がい

ち早く火災現場に出勤、地域住民と協力して延焼

をくい止めました。また地域の被災者の避難所と

して体育館を開放するなど、地域とのつながりを

深めてきました。 

 １９９２年 三ツ星ベルトは真野地区に工

場･研究所を残し、神戸市中央区に開発された新た

な商業地区“神戸ハーバーランド”に本社機能を

移転していましたが、１９９９年３月「本社を再

び真野地区に戻し、地域の震災復興に力を貸して

ほしい」という住民一致の要請を“真野地区まち

づくり推進会”から受け、２０００年１１月神戸

本社を真野地区に戻しました。同時に三ツ星ベル

トグループ従業員で構成する社内任意団体“三ツ

星ベルトふれあい協議会”を結成し、イベントの

開催など様々な活動を通じて地域社会とのふれあ

いを行っています。 

三ツ星ベルトは、全従業員による省エネ取り組

み活動を強力に推進し、サマータイム、クールビ

ズ、冷暖房温度の適温設定、不要時の消灯徹底、

高効率伝動機及び照明の導入推進等、一丸となっ

て省エネ活動に取り組んでいます。また、省エネ

に貢献する製品づくりを推進し、社会に提供して

います。 “ 節電 ”表示がキラリ輝く 

省エネ貢献Ｖベルト「ULTRA e-POWER
®
 」 
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５．環境保全に向けた取り組み 

 
三ツ星ベルトは、日本ゴム工業会の「自主行動計画･目標」への参画を通じて、温暖化対策（CO2 削減）、

3R対策（排出物発生抑制･リユース･リサイクル化）、VOC（揮発性有機化合物）排出削減などを推進してい

ます。 

５．１ 総エネルギー投入量 

 
 

５．２ 総物質（資材）投入量 

 
 

５．３ 温室効果ガス（CO２）排出量 

 

前年度比で、総エネルギー投入量は 0.9%

増加、原単位は 0.4%増加。 

2010年度 改正省エネ法により、特定事業

者に指定され、省エネ活動を推進してい

ます。 

2016 年度は、省エネ活動を継続推進し、

空調･ボイラー･コンプレッサー･照明お

よび生産設備などの省電力活動を継続し

取り組みましたが、生産量変動への対応

等でエネルギー使用の効率化が十分では

なく、資材投入量あたりのエネルギー使

用量は前年度比で微増し、削減目標を達

成できませんでした。 

四国工場の建屋には太陽光発電装置を設

置し、省エネルギーと併せて環境にやさ

しい工場です。 

前年度比で、総物質（資材）投入量は

0.4%増加。 

 

生産量の増加で資材投入量は増加しまし

たが、引続きムダを排除し効率化を推進

します。 

前年比で、温室効果ガス（CO2）は 1.5%減

少、原単位は 2.0%の減少。 
 

2016 年度は、燃料の都市ガス転換の拡大、

および電力会社の CO2 排出係数の減少によ

り、CO2排出算定量、同原単位は減少しまし

た。 

業界を通じ、経団連の低炭素社会実行計画

に参画し活動しています。 
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５．環境保全に向けた取り組み 
 

５．４ 化学物質排出量、ＶＯＣ排出量           

 

 2016年度の化学物質排出･移動量（PRTR法第 1種指定化学物質）※事業場別のデータは p.16ご参照下さい 

物質名 排出量〔kg〕 移動量〔kg〕 

ε-カプロラクタム 102 59,214 

トルエン 23,891 9,441 

キシレン 2,634 34 

ジクロロメタン 0 0 

フタル酸ビス（２-エチルヘキシル） 30 2,101 

１，３-ジフェニレングアニジン 0 109 

３，３’-ジクロロ-４，４’-ジアミノジフェニルメタン 0 3,531 

Ｎ-（１，３-ジメチルブチル）-Ｎ’-フェニル-Ｐ-フェニレンジアミン 0 1,350 

テトラエチルチウラムジスルフィド 0 40 

２-イミダゾリジンチオン 0 12 

メチレンビス（４，１－フェニレン）ジイソシアネート 2 2 

その他 628 722 

合 計 27,287 76,556 
 

 

   

  

前年度比で、化学物質排出移動量は

1.5%減少、原単位は 1.9%減少。 

 
2016 年度は樹脂成型品の不良低減活動

を推進し、加えて樹脂製品の塗装工程の

生産性改善活動により効率改善をすす

めました。 

引続き効率改善を推進します。 

前年度比で、揮発性有機溶剤（ＶＯＣ）

排出量は 37%増加。 

 
揮発性有機溶剤(VOC)排出量は、塗装仕

様製品の生産量増加に伴い、前年度対比

で 37%増加しましたが、塗料、接着剤の

水性化、接着剤の溶剤レス化などによ

り、2000年度比で72%低減し、業界の2000

年度比 50%削減の目標を継続し達成して

います。今後も引続き、生産効率改善を

すすめ、低減活動を推進します。 
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５．環境保全に向けた取り組み 
 

５．５ 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量 

 
 

 

 

  

前年度比で、廃棄物等総排出量は

10.9％の増加、ゼロエミッション活動

推進により廃棄物最終処分量はゼロ。 

 
廃棄物の削減は、製造現場における廃棄

物の発生そのものを抑制することを第一

に取り組んでいます。 

2016 年度は生産量の増加に伴い廃棄物排

出量は前年度対比で増加しましたが、廃

棄物の分別を徹底し、前年度に引続き神

戸本社･事業場、名古屋工場、四国工場、

綾部事業所の国内主要全事業所でゼロエ

ミッションを達成しました。 

今後も、不良低減および製造工程の効率

改善を推進し、排出量の低減と、継続し

て国内全事業所でゼロエミッション達成

維持を目標に活動展開致します。 
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６．事業場別環境データ（２０１６年４月～２０１７年３月） 
 

 神戸本社･事業所 四国工場 名古屋工場 綾部事業所 

住所 

〒653-0024 

神戸市長田区浜

添通 4 丁目 1 番

21号 

〒769-2401 

香川県さぬき市

津田町津田 2893

番地 

〒485-0077 

愛知県小牧市大

字西之島 1818

番地 

〒623-0003 

京都府綾部市城

山町 7番 1 

電話番号 
078-671-5071 

(大代表) 

0879-42-3181 

(代表) 

0568-72-4121 

(代表) 

0773-43-3051

（代表） 

環境責任者氏名 三木 泰利 高瀬 直基 社本 克司 土井 康生 

構内従業員数（社員＋構内常駐協力会社従業員他） 512名 337名 302名 310名 

１．水質汚濁に関する負荷      

ｐＨ 

法規制値 － 5～9 5～9 5～9 5.8～8.6 

自主管理値 － 6～9 6～8 6～8 6.3～8.1 

実績値(最大) － 7.23 7.5 7.4 7.7 

ＢＯＤ 

法規制値 mg/L 

終末処理施設を

設置しており、

下水道へ排出 

しているため 

対象外 

120以下 120以下 160以下 

自主管理値 mg/L 10以下 10以下 13以下 

実績値(最大) mg/L 8.3 8.4 4.0 

窒素 

法規制値 mg/L 60以下 60以下 120以下 

自主管理値 mg/L 20以下 20以下 3以下 

実績値(最大) mg/L 3.3 6.6 1.4 

リン 

法規制値 mg/L 8以下 8以下 16以下 

自主管理値 mg/L 2以下 4以下 0.1以下 

実績値(最大) mg/L 0.43 0.50 0.07未満 

油分 

法規制値 mg/L 5以下 5以下 5以下 5以下 

自主管理値 mg/L 4以下 3以下 1以下 0.9以下 

実績値(最大) mg/L 1.4 1.0未満 1.0未満 0.6 

２．大気汚染に関する負荷     

窒素酸化物 

（ＮＯｘ） 

法規制値 ppm 180以下 260以下 180以下 260以下 

自主管理値 ppm 60以下 140以下 130以下 200以下 

実績値(最大) ppm 38 120 100 120 

煤じん量 

法規制値 g/Nm3 0.1以下 0.3以下 0.3以下 0.3以下 

自主管理値 g/Nm3 0.007以下 0.2以下 0.1以下 0.11以下 

実績値(最大) g/Nm3 0.005 0.009 0.01以下 0.016 

硫黄酸化物 

（ＳＯｘ） 

法規制値 Nm3/HR 硫黄酸化物を燃料に含ま

ぬガスボイラー（法規制

要件に満たぬ小規模ばい

煙発生装置）につき、順

守義務要件は適用対象外 

1.06～3.38 0.7以下 0.7以下 

自主管理値 Nm3/HR 0.2以下 0.7以下 0.07以下 

実績値(最大) Nm3/HR 0.077 0.03 0.061 

３．化学物質排出・移動量 

(ＰＲＴＲ法第 1種指定物質) 

 
排出量 移動量 排出量 移動量 排出量 移動量 排出量 移動量 

 

ε-カプロラクタム ㎏ 0 0 0 0 102 59,214 0 0 

トルエン ㎏ 2,025 0 19,124 0 1,281 0 1,461 9,441 

キシレン ㎏ 1,645 34 469 0 520 0 0 0 

ジクロロメタン（別名塩化メチレン） ㎏ 0 0 0 0 0 0 0 0 

エチレングリコールモノエチルエーテル

アセテート 
㎏ 9 0 0 0 0 0 0 0 

フタル酸ビス（２－エチルヘキシル ㎏ 0 0 0 0 30 680 0 1,421 

１，３－ジフェニレングアニジン ㎏ 0 0 0 4 0 105 0 0 

３，３’－ジクロロー４，４’－ジアミノ

ジフェニルメタン 
㎏ 0 0 0 0 0 0 0 3,531 

Ｎ－(１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－ 

フェニル－Ｐ－フェニレンジアミン 
㎏ 0 0 0 510 0 840 0 0 

テトラエチルチウラムジスルフィド ㎏ 0 0 0 36 0 4 0 0 

２－イミダゾリジンチオン ㎏ 0 0 0 10 0 2 0 0 

メチレンビス（４，１－フェニレン） 

ジイソシアネート 
㎏ 0 0 0 0 2 2 0 0 

その他 ㎏ 108 1 418 340 93 211 0 170 

合計 ㎏ 3,787 35 20,011 900 2,028 61,058 1,461 14,563 

環境事故／苦情件数 件 0 0 0 0 

環境事故件数 件 0 0 0 0 

環境苦情件数 件 0 0 0 0 



- 17 - 

アンケートご協力のお願い 
（該当項目に○をつけて下さい） 

 

三ツ星ベルトグループの「環境報告書２０１７」をご覧いただきまして誠にありがとうございます。今後の報告書の改善に活用さ

せていただくために、皆様のご意見、ご感想を賜りたいと存じます。お手数ではございますが、よろしくお願い申し上げます。 

 

１． この環境報告書をお読みになって、どのようにお感じになられましたか？ 
 

１－分かり易い ２－普通 ３－分かりにくい 

 

２． 情報量についてはいかがでしょうか？ 

 

１－充実している ２－普通 ３－不足 

 

３． この環境報告書の中で、特に関心をもたれた項目はありますか？（いくつでもご記入下さい） 

 

１－ごあいさつ ２－会社概況 ３－製品紹介 ４－マテリアルバランス 
５－環境経営（環境マネジメント）に関する状況 ６－環境保全に向けた取り組み 
７－事業場別環境データ 

 

４． この環境報告書をお読みになって、当社の取り組みについてどう思われますか？ 

 

１－評価できる ２－普通 ３－評価できない 

  

５． どのような立場から、この環境報告書をお読みいただきましたか？ 

 

１－製品ユーザー ２－製品購買担当者 ３－企業の環境担当者 ４－ＮＧＯ･ＮＰＯ ５－学生 

６－近隣住人 ７－株主 ８－投資家 ９－報道関係 １０－行政関係 １１－その他 

 

６． ご意見･ご要望がありましたらご記入下さい。 

 

 

お差し支えない範囲でご記入ください。 

お名前  性別 男・女 ご年齢       歳 

ご住所 〒 

ご職業・勤務先  

 

ご協力ありがとうございました。 

個人情報につきましては、適切に管理を行うとともに、報告書の作成以外の目的では使用いたしません。 

ご同意いただいた上で、ご記入･ご回答をお願い申し上げます。 
 

ＦＡＸまたは郵送にてご送付願います。 

ＦＡＸ：０７８－６８５－５６７０ 
三ツ星ベルト株式会社 安全環境管理部 

〒653-0024 兵庫県神戸市長田区浜添通 4丁目 1番 21号 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境報告書２０１７ 
 

発行年月日：２０１７年１２月２８日 
 

三ツ星ベルト株式会社 

社長室 広報担当 

安全環境管理部 
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